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新
し
い
中
学
校
づ
く
り
推
進
だ
よ
り

　長雨や台風など土砂災害の危険性が高まる時期になりました。
また、最近では火山活動が活発になってきており、その他地震・津波などの災害はいつ起こるかわかりません。

　自然の力を完全に防ぐことはできませんが、被害を減らすこと「減災」はできます。
日ごろからの備えをお願いします。

水
位
基
準
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た

　

串
間
市
の
河
川
で
氾
濫
の
危
険
性
が
高
か

っ
た
「
市
木
川
」
に
お
い
て
、
串
間
土
木
事

務
所
に
よ
る
河
川
の
改
修
工
事
が
お
お
む
ね

終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
伴
い
、
避
難

の
判
断
に
な
る
水
位
基
準
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
見
直
し
は
市
木
川
の
み
）。

　

水
位
基
準
が
上
が
っ
た
こ
と
に
安
心
す
る

こ
と
な
く
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織 

活
性
化
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

防
災
に
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」、
そ
し
て
お
互
い
に
助
け
合
う
「
共

助
」の
精
神
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の「
共

助
」
に
お
い
て
地
域
で
結
成
さ
れ
て
い
る
の

が
「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。
串
間
市
で
は

１
５
３
自
治
会
中
、
現
在
１
１
７
組
織
が
立

ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
支
援
と
し
て
次
の
補
助
金
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
未
結
成
の
自

治
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
結
成
に
向
け
た
ご

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
活
用
事
業
例
】�

　�

昨
年
度
は
寺
里
自
主
防
災
組
織
で
の
津
波
避
難
訓
練
に

お
い
て
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
６
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て

「
教
育
関
係
の
公
の
施
設
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
、
新
し
い
中
学

校
名
が
「
串
間
市
立
串
間
中
学
校
」
に
正

式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

学
校
名
の
募
集
は
、
新
し
い
中
学
校
が

市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
夢
や
希
望

が
あ
り
、
生
徒
が
誇
り
を
持
っ
て
呼
べ
る

学
校
名
と
し
て
、
平
成
27
年
１
月
７
日
か

ら
２
月
20
日
ま
で
の
期
間
募
集
し
ま
し
た
。

　

学
校
名
の
公
募
を
行
っ
た
結
果
、
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
４
６
６
件
、
一
般

３
６
４
件
、
計
８
３
０
件
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
学
校
名
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
中
学
校
づ
く
り
推
進
委
員

会
で
、串
間
（
２
４
５
）、希
望
ヶ
丘
（
３
）、

串
間
中
央
（
３
）、翔
陽
（
１
）、潮
陽
（
１
）

の
５
つ
の
学
校
名
を
選
定
し
、
平
成
27
年

４
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で
学
校
名
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
４
月
に
市
内
の
中
学
校
は
ひ

と
つ
と
な
り
、
新
し
く
「
串
間
中
学
校
」

と
し
て
現
福
島
中
学
校
敷
地
内
に
開
校
し

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
串
間
中
学
校
の
校
章
を
皆
さ

ん
か
ら
広
く
募
集
し
て
、
地
域
の
人
の
想

い
を
込
め
た
校
章
を
つ
く
り
、
新
し
い
学

校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

●�

募
集
期
間
＝
８
月
20
日
（
木
）
ま
で

●�

応
募
資
格
＝
年
齢
、
居
住
地
問
わ
ず
、

広
く
関
心
の
あ
る
方

●
応
募
方
法

・�

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙（
専
用
応
募
用
紙
）

ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
書
式
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
専
用
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

・�

応
募
さ
れ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
未
発

表
か
つ
自
作
（
他
の
著
作
権
に
触
れ
な

い
）
の
も
の
や
他
の
商
標
等
の
模
倣
で

な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

・�

校
章
案
は
、
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ

の
ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

・�

そ
の
校
章
案
と
し
た
理
由
ま
た
は
校
章

案
に
対
す
る
想
い
が
あ
れ
ば
自
由
記
載

欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・�

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

応
募
す
る
校
章
案
は
応
募
用
紙
１
枚
に

つ
き
１
点
と
し
ま
す
。

・�

封
書
に
よ
る
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
モ
ノ

ク
ロ
受
信
）、
学
校
政
策
課
窓
口
へ
持

参
、
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
賞
お
よ
び
賞
品

・
最
優
秀
賞　
１
点

　
（
３
万
円
の
共
通
商
品
券
）

・
優
秀
賞　
　
４
点

　
（
５
千
円
の
共
通
商
品
券
）

※�

た
だ
し
、
市
外
か
ら
の
応
募
者
の
方
に

つ
い
て
は
、
金
額
相
当
の
串
間
市
の
特

産
物
を
選
択
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

・�

採
用
作
品
は
、
串
間
市
新
し
い
中
学
校

づ
く
り
推
進
委
員
会
で
審
査
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

・�

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
採

用
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一

部
を
補
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

採
用
作
品
の
著
作
権
等
は
、
串
間
市
教

育
委
員
会
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第3号

（
今
月
号
か
ら
「
中
学
校
再
編
だ
よ
り
」
か
ら
「
新
し
い
中
学
校
づ
く
り
推
進
だ
よ
り
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
）
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新
し
い
中
学
校
名
が

「
串
間
市
立
串
間
中
学
校
」に

決
定
し
ま
し
た
！！

串
間
市
立
串
間
中
学
校
の

校
章
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す

宮崎県地域防災士養成研修
（基礎コース）開催します！

　今年度も防災士になるための養成研修が、下記のと
おり開催されます。詳細はお問い合わせください。
●日時＝７月18日（土）
　午前９時半～午後５時15分　※受付は午前９時～
●場所＝日南市保健福祉総合センター
●研修内容＝防災講話、災害図上訓練（ＤＩＧ）など
●�対象者＝防災に関心のある方ならどなたでも参加可
●問い合わせ先
・�串間市役所危機管理課危機管理係
　☎72－１１１１（内線３４４）
・�特定非営利活動法人宮崎県防災士ネットワーク事務局�
☎０９８５－55－０４４７

表①河川の水位基準　　　　　　  単位：メートル

河川名 観測所
水防団
待機
水位

はん濫
注意
水位

避難
判断
水位

はん濫
危険
水位

福島川 上町橋 1.2 2 2.2 2.6

福島川 蔵元橋 1.2 2 2.1 3.14

本城川 小田代橋 1.6 1.8 2.3 2.87

市木川 古都橋 1.5 2.2 2.5 2.8

表②自主防災組織活性化事業補助金
区分 補助対象経費 補助金額

自主防災訓練
事業

・�炊き出し訓練に係る材料代、消耗品代（紙皿・
コップなど）
・�訓練用パンフレット、案内看板等の作成経費

・補助率　２/３
・１自主防災組織あたりの
　限度額　30,000 円

啓発活動事業 ・�研修会等開催に係る経費（資料代、講師謝礼、
会場使用料など）

避難標識等を
設置する事業

・�避難所案内板、避難誘導標識、災害の危険性
を注意する表示、避難確認旗、自治会版防災
マップ・防災掲示板等の作成に係る経費

・補助率　１/ ２
・１自主防災組織あたりの
　限度額　50,000 円

防災資器材を
整備する事業

・�防災資器材の整備に係る経費
　�（消防器具および格納箱・要援護者等搬送用
資器材・防災倉庫・炊き出し用鍋など）

・補助率　２/３
・１自主防災組織あたりの
　限度額　50,000 円


